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団体紹介

「金沢駅前 能登の魅力を伝え隊」イベント賛同者
地元商店主

地域に根ざした

活動でイベント

を盛り上げま

す。

学生メンバー

若い視点と行動

力で、新しい風

を吹き込みま

す。

観光・飲食関
係者

能登の食文化と

魅力を伝えるプ

ロフェッショナ

ルです。

能登出身者・
避難者

能登への熱い想

いを胸に、イベ

ントを支えてい

ます。

活動理念：「食べる・飲む・語る」ことで、能登の今を身近に伝える



事業背景と目的

能登への関心と課題

能登半島地震後、能登を想う方が

増えました。

しかし、「どう関わればいいか分か

らない」という声も多く聞かれま

す。

私たちの目指すもの

観光と交流を通じて、能登との新

しい「関係人口」を金沢駅前から

生み出すことが、この活動の目的

です。



イベント概要

駅前で北陸、石川県、能登の魅力を感じで貰う！

日時

2024年9月6日 (金)

場所

金沢駅地下もてなしドーム、別院通

り HALFTIME 周辺

内容

北陸、石川県、能登の話題を中心

に、食とお酒を囲んだ交流イベント

です。

北陸、石川県、金沢、能登の魅力を再発見し、未来へつなぐ一日となりました。



実施内容①：心温まる交流の様子

地元の方々、観光客、海外からの

訪問者まで、様々な背景を持つ

人々が自然に混ざり合いました。

初対面同士でも会話が弾み、新た

なつながりが生まれる場づくりを

重視しました。

「イベント」というよりも、「いつ

もの飲みの延長」のような、肩肘

張らないアットホームな雰囲気を

大切にしています。

笑顔と乾杯が絶えない、和やかな

時間が流れました。



実施内容②：多様な参加者との出会

い

国内観光客

全国から能登に関

心を持つ方々が参

加。

海外からの訪
問者・在住者

英語と日本語が飛

び交う自然な国際

交流が実現しまし

た。

地元の方々

能登を想う地元住

民も多く集まりま

した。

異なる文化や背景を持つ人々が能登という共通の話題で繋がり、素晴らしい

化学反応が起きました。

http://#


成果と参加者の声

参加者数

約500名の方にご参加いただきました。

参加者の声

「能登の話を身近に聞けて、とても参考になりました。」

「イベントを通して、また能登に行きたい気持ちが強くなりま

した！」

「単なる観光以上の、心に残る体験でした。」

このイベントは、単なる観光促進に留まらず、参加者一人ひとりの

記憶に残る、心豊かな体験を創出しました。

能登への理解を深め、次なる訪問への意欲を高めることができまし

た。



良かった点・課題

良かった点

自然な交流が生まれ、新たなつながりができた。

参加者の滞在時間が長く、深い交流が実現した。

人を通じた能登への理解が深まった。

今後の課題

継続開催のための安定した体制づくり。

効果的な情報発信の整理と強化。

参加者とイベント全体の動線の明確化。



今後の展望

1 定期開催

「能登の魅力を語る夜」の定期的な開催を目指し、より多くの人に能登の

今を伝えていきます。

2 地域連携の強化

スタンプラリーや回遊企画と連動し、金沢駅周辺の活性化にも貢献しま

す。

3 協働の拡大

学生、商店街、能登の事業者との協働を拡大し、活動の幅を広げます。

4 能登を知る入口へ

金沢駅前を「能登を知る入口」として確立し、継続的な支援と交流を生み

出します。

http://#


まとめ・感謝

ご参加いただいた皆様、そしてご協力いただいた関係者の皆様に心より感謝

申し上げます。

観光は、単に「見る」ことから、人との「出会う」体験へと変化していま

す。

金沢駅前から、能登との新しい、そして温かい関係をこれからも育てていき

たいと願っています。

「金沢駅前 能登の魅力を伝え隊」は、未来へ向けて歩み続けます。

http://#

